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経営者JP総研 エグゼクティブ・ウォッチ

エグゼクティブ向けの転職・キャリア支援サービスを展開する株式会社 経営者JP（本社：東京都渋谷区 代表取締役社長・CEO 井上和
幸）は、日ごろお付き合いのあるエグゼクティブ男女約２,000 名(有効回答数 89名)を対象に、2020年の夏休みに読みたい１冊やいつ
も手元に置いておきたい座右の書などを伺いました。

【主な調査結果】

■2020年夏休みにエグゼクティブが最も読みたい1冊は『シン・ニホン』

本書を選んだ理由として「ニューノーマルのこの状況下で改めて読んでおきたい」、「将来を予測したい」、「著者の安宅和人さんが提言さ
れたことを実現され始めており、今後の動き方を考えるうえで参考にしたい」などの声が寄せられました。

■いつも手元に置いておきたい座右の書、一番人気は全世界で愛されるベストセラー『7つの習慣』

そのほかで支持が多かったのは、多くの事例をもとに競争戦略の思考パターンを解き明かした『ストーリーとしての競争戦略』（著者：楠木
建／東洋経済新報社）や、社会人として身につけるべき人間関係の原則を具体的に明示して、あらゆる自己啓発本の原点となった不朽
の名著『人を動かす』 （著者：デール・カーネギー／創元社） 、2500年以上前から読み継がれてきた古典『論語』などでした。

■座右の書を持っている経営者は75.0％

いつも手元に置いておきたい座右の書はあるか伺うと、全体では62.9％が「ある」と回答。役職別に見てみると「ある」と回答した中でも経
営者が最も多く75.0％、一方で課長クラスは最も少なく55.6％という結果になりました。
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■経営者JP総研所長（経営者JP 代表取締役）井上和幸のコメント

新型コロナ感染は再拡大を続け、2020年の夏休み期間は誰にとっても「人生史に残る」特別な夏となりそうですね。
例年に比べて、おうち時間も増え、経営者・幹部の皆さんの読書時間・読書量も増えるのではないかと思います。
そのような中、どのような本を読みたいかについては『シン・ニホン』がNO.1となりました。NewsPicksさんのプロモーションも大きく影響している
のではないかと思いますが、時代の変わり目を捉えた一冊であり時宜を得ての１位かと思います。
一方で経営者・幹部の皆さんの座右の書は『７つの習慣』『人を動かす』といった古典的名著が多くあげられました。国難にあって経営者や幹
部の皆さんが立ち返る場所は、やはり原理原則であるのでしょう。幹部の中でもより上位役職者になればなるほど、ご自身の座右の書をお持
ちである比率が高まるというのも興味深いですね。
皆さま、ウィズコロナの2020年夏、充実した読書時間をお過ご頂き、秋以降の経済活動復活に備えましょう。 1

新型コロナウイルス感染拡大の影響によって例年に比べ、巣ごもりの夏休みを迎える2020年。自宅で楽しめる映画や読書への需要が高ま
る今年の夏休みにエグゼクティブ各位が読みたい１冊について伺いました。
まず、2020年の夏休み読みたい1冊を伺うと最も多くあげられたのが『シン・二ホン』（著者：安宅和人／NewsPicksパブリッシング）でした。
本書を選んだ理由として「ニューノーマルのこの状況下で改めて読んでおきたい」、「将来を予測したい」、「著者の安宅和人さんが提言され
たことを実現され始めており、今後の動き方を考えるうえで参考にしたい」などの声が寄せられました。
また、いつも手元に置いておきたい座右の書はあるか伺うと、全体では62.9％が「ある」と回答。役職別に見てみると「ある」と回答した中で
も経営者が最も多く75.0％、一方で課長クラスは最も少なく55.6％という結果になりました。
座右の書があると回答した方にその書籍名を伺うと、最も多くあげられたのが全世界で愛されるベストセラー『7つの習慣』（著者：スティーブ
ン・R・コヴィー／キングベア―出版）でした。そのほかで支持が多かったのは、多くの事例をもとに競争戦略の思考パターンを解き明かした
『ストーリーとしての競争戦略』（著者：楠木建／東洋経済新報社）や、社会人として身につけるべき人間関係の原則を具体的に明示して、
あらゆる自己啓発本の原点となった不朽の名著『人を動かす』 （著者：デール・カーネギー／創元社） 、2500年以上前から読み継がれて
きた古典『論語』などがあげられました。
今まで読んだ中でまた読み返したい本について伺うと、『ローマ人の物語』（著者：塩野七生／新潮社）が最も多くあげられました。本書を選
んだ理由として「リーダーシップ、組織の在り方、政治等について幅広く考えさせられるから」、「ローマ帝国の盛衰からマネジメントについて学
びがあった」などの声が寄せられました。
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■コロナで巣ごもりの2020年夏休みにエグゼクティブが最も読みたい1冊は『シン・ニホン』
2020年の夏休み読みたい1冊を伺うと最も多くあげられたのが『シン・二ホン』（著者：安宅和人／NewsPicksパブリッシン
グ）でした。本書を選んだ理由として「ニューノーマルのこの状況下で改めて読んでおきたい」、「将来を予測したい」、「著者
の安宅和人さんが提言されたことを実現され始めており、今後の動き方を考えるうえで参考にしたい」などの声が寄せられま
した。

＜2020年夏休みに読みたい1冊は？＞

書籍名 選んだ理由

『シン・二ホン』
（著者：安宅和人／NewsPicksパブリッシング）

「ニューノーマルのこの状況下で改めて読んでおきたい」
「将来を予測したい」
「著者の安宅和人さんが提言されたことを実現され始めており、今
後の動き方を考えるうえで参考にしたい」

『WHO YOU ARE』
（著者：ベン・ホロウィッツ／日経BP社）

「一作目の『HARD THINGS』を読んで、参考になったから」
「組織再編を行うため，企業文化について実務家の経験を参考にし
たい」

『アフターデジタル２』
（著者：藤井保文／日経BP社）

「ＤＸの潮流を把握しておきたい」
「アフターデジタル１がとても素晴らしかった。未来に想いを馳せるに
あたっては、テクノロジーを抜いては語れない」

『コーポレート・トランスフォーメーション』
（著者：冨山和彦／文藝春秋）

「日本経済復興の本丸（史上最悪のコロナ恐慌を、日本企業が生き
延びる唯一の方法）がこれに書かれているから」
「新常態における企業経営の在り方を考える際の参考に」

『マネジメントへの挑戦』
（著者：一倉定／日経BP社）

「自社の取り組みの参考にしたいから」
「コロナ禍のマネジメントはより現実に対処していく力が必要であり、そ
の示唆を得られる書である」

■座右の書を持っている経営者は75.0％
いつも手元に置いておきたい座右の書はあるか伺うと、全体では62.9％が「ある」と回答。役職別に見てみると「ある」と回答
した中でも経営者が最も多く75.0％、一方で課長クラスは最も少なく55.6％という結果になりました。

＜座右の書を持っていますか？＞

■全体の回答 ■役職別の回答
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■調査概要
・実施期間：2020年７月28日〜2020年8月5日
・調査対象：経営者及び人事にかかわる男女
・調査機関：経営者JPメルマガ会員：約2,000名（有効回答数89名）
・調査手法：インターネット調査
※データ利用の際は「経営者JP総研事務局藤田」までご連絡いただければ幸いです。
本調査の著作権は「株式会社経営者JP」に帰属します。

■株式会社 経営者JPについて
弊社は、明日の日本を担う志高き経営者・リーダーを育成・輩出するための「集い、学び、執行する最高の場」を提供すべく４事業を展開しております。
エグゼクティブサーチ事業（経営層特化の人材紹介）／コンサルティング事業（組織・人材・経営コンサルティング、講師・顧問派遣、EQコンサルティング
サービス）／セミナー事業（経営者・リーダー対象セミナーの主催）／会員事業（志高きリーダーの会員組織の主催運営、コンテンツ提供・物販）

■本件に関する問い合わせ先
株式会社経営者JP 広報担当 藤田 http://www.keieisha.jp/ E-mail: info@keieisha.jp
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■いつも手元に置いておきたい座右の書、

一番人気は全世界で愛されるベストセラー『7つの習慣』
座右の書があると回答した方にその書籍名を伺うと、最も多くあげられたのが全世界で愛されるベストセラー『7つの習慣』
（著者：スティーブン・R・コヴィー／キングベア―出版）でした。そのほかで支持が多かったのは、多くの事例をもとに競争戦
略の思考パターンを解き明かした『ストーリーとしての競争戦略』（著者：楠木建／東洋経済新報社）や、社会人として身に
つけるべき人間関係の原則を具体的に明示して、あらゆる自己啓発本の原点となった不朽の名著『人を動かす』 （著者：
デール・カーネギー／創元社） 、2500年以上前から読み継がれてきた古典『論語』などがあげられました。

■また読み返したい1冊はリーダーシップやマネジメントの学びが得られる『ローマ人の物語』
今まで読んだ中でまた読み返したい本について伺うと、『ローマ人の物語』（著者：塩野七生／新潮社）が最も多くあげられま
した。本書を選んだ理由として「リーダーシップ、組織の在り方、政治等について幅広く考えさせられるから」、「ローマ帝国の
盛衰からマネジメントについて学びがあった」などの声が寄せられました。そのほかの書籍は『夢をかなえるゾウ』（著者：水野
敬也／文響社）、『ストーリーとしての競争戦略』（著者：楠木建／東洋経済新報社）なども多くあがりました。

＜今まで読んだ中でまた読み返したい1冊は？＞

書籍名 選んだ理由

『ローマ人の物語』
（著者：塩野七生／新潮社）

「リーダーシップ、組織の在り方、政治等について幅広く考えさせられるから」
「ローマ帝国の盛衰からマネジメントについて学びがあった」

『夢をかなえるゾウ』
（著者：水野敬也／文響社）

「読むとやる気が出てくるから」
「内容がわかりやすく、スタッフにも進めやすい本であるため」

『ストーリーとしての競争戦略』
（著者：楠木建／東洋経済新報社）

「ビジネス戦略に鉄板の憲法はない中でどうやってアドバンテージを創るのか、
従来のビジネス書とは全く異なる視点から解説した書であるため」
「自身の戦略思考のベースになっている」

http://www.keieisha.jp/

